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吉賀町アンテナショップかきのき村　創業２０周年記念式典

　１１月２３日、広島県廿日市市にある「吉賀町アンテナショップかきのき村」で創業２０周年記

念式典が開催されました。

　吉賀町アンテナショップかきのき村は平成１５年４月に津和野街道沿いの廿日市市宮内に出店

し、農産物の販売や町の情報発信の拠点として、廿日市市を中心に多くの消費者に支えられてきま

した。

　式典では、冒頭、これまでアンテナショップの発展に多大な貢献をされた方々に感謝状が贈呈さ

れ、創業２０周年の節目を迎え、感謝の意を伝えました。

　次に岩本町長より式辞が述べられ、開業以来２０年もの間、支えていただいた方々への感謝が伝

えられました。町の施策では、今年４月のオーガニックビレッジ宣言、６月の津和野町・廿日市市

と３市町による津和野街道交流に関する連携協定と、有機農業の推進と地域資源の活用を進め、今

後も安心安全な農産物の提供、情報発信の拠点としてアンテナショップを最大限有効活用していき

たいと述べられました。

　来賓祝辞では、衆議院議員平口洋議員の代理、平口さとみ様をはじめ、廿日市市松本太郎市長様、

島根県広島事務所岡﨑所長様、町議会安永議長様からそれぞれ祝辞をたまわり、創業２０周年のお

祝いの言葉をいただきました。

　式典が終わると、アンテナショップの開店にあわせて、オープニングセレモニーが開催され、く

す玉わりを行い、来場者とともに、創業２０周年を祝いました。

　店内は吉賀町から届けられた新鮮な農産物をはじめ、加工品や無添加食材が並び、多くのお客様

が立ち寄り、大盛況でした。

　店舗の外では、屋台ブースが立ち並び、お餅や天然酵母パン、こんにゃくなどが販売されました。

また、化学肥料、農薬を使用せず栽培されたＲ１米の新米すくいどりが行われ、親子連れでにぎわっ

ていました。

　ステージでは白谷神楽社中による神楽上演があり、恵比寿を披露していました。小さなこどもは

飴を拾い集め、にぎやかな雰囲気のなか、イベントを盛り上げていました。

　最後に恒例のもちまきを行い、アンテナショップ創業２０周年イベントを締めくくりました。

　アンテナショップでは向こう１か月の間「大感謝祭」を開催し、年末には、温泉宿泊券やお買い

物商品券などが当たる抽選会を実施しました。

ひろし

前列左から

河野雅俊様（かきのき村産直協議会会長）

桝井敏様（アンテナショップ土地建物提供者）

齋藤哲一様（食と農・かきのきむら企業組合理事長）

記念式典　ご参加いただいた皆様
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町発展を後押し　敬意と感謝

　１１月３日、令和５年度吉賀町表彰式・吉賀町感謝状贈呈式が吉賀町六日市基幹集落センター

で開催されました。受賞された皆様には、深い敬意と感謝を申し上げます。

吉賀町功労 表彰式

　功労表彰では、各分野で町の振興発展に尽力された個人４名と１団体が受賞されました。

町の行う事業に尽力し、 又は公務に協力し、 成績顕著な方

村上　禎
選挙管理委員会委員として、常に公正不偏の態度を保持し、長

年にわたり選挙の公正な管理及び執行に貢献されました。

村上　禎
行政相談委員として相談者への助言や関係行政機関に対する改

善要望を行い、行政運営の改善に貢献されました。

桑原　恒夫
行政相談委員として相談者への助言や関係行政機関に対する改

善要望を行い、行政運営の改善に貢献されました。

産業、 経済、 福祉、 教育、 文化、 スポーツその他各般の振興発展に特に功労があった方

杉崎　輝子
数名のボランティアで七日市子育てサロンを立ち上げられ、児

童福祉の向上に貢献されました。

木村　與志雄
社会福祉法人社会福祉協議会副会長等を歴任され、地域福祉の

向上に貢献されました。

保健医療福祉功労

教育功労

桑原　恒夫
長年にわたり柿木公民館長として地域活動に尽力され、社会教

育の向上に貢献されました。

文化功労

杉山バンド
５０年以上の長きにわたり活動を続けておられ、音楽を通じた

地域振興・文化振興に寄与されています。

吉賀町感謝状　贈呈式

　町の事業やご寄贈を通じて住民福祉等に貢献された個人３名と１

団体が贈呈の対象となられました。

（敬称略・順不同）

馬場　智枝子 新型コロナウイルスワクチン接種事業に従事

河野　誠 吉賀町へご寄贈、 ご寄附

柿木中学校生徒会　

代表　遠藤良典
吉賀町へご寄贈、 ご寄附

椿　頼一
希少野生動植物補助巡視員として

「ヒメバイカモ」 の保護 ・ 育成に貢献

町の行う事業に尽力し、 又は公務に協力し、 町民の福祉増進に寄与した方
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公立学校法人島根県立大学と吉賀町との包括的連携協定締結式の開催

　令和５年１１月２４日、公立学校法人島根県立大学と吉賀町との包括的連携協定締結式を山下一

也理事長兼学長と新田典利副理事長を吉賀町役場六日市庁舎に迎え挙行しました。

 包括的連携協定は、まちづくりのための連携、国際交流推進のための連携、人材育成のための連

携、産業振興のための連携、保健・医療・福祉の向上のための連携、教育・文化の振興のための連

携、学術研究のための連携といった項目からなり、特にまちづくりの分野や保健・医療・福祉の分

野での連携が期待されます。

第２回町長杯グラウンドゴルフ大会

　第２回町長杯グラウンドゴルフ大会が１２月２日蔵木グラウンドゴルフ場にて開催されました。

　当初の予定が延期になり、寒い冬の開催となりましたが、町内のグラウンドゴルフ愛好家８３

名が参加し、岩本町長の見事？な始球式の後大会が始まりました。

　結果は優勝　秋山正志さん　準優勝　三宅眞智子さん　３位　田村明美さんで、秋山さんが大

会２連覇を成し遂げました。

　吉賀町には蔵木と大野原にグラウンドゴルフ場があります。どちらも日本グラウンドゴルフ協

会の認定コースになっています。

　ルールも簡単ですので、グラウンドゴルフを始めてみませんか。

　道具の貸出しもしていますので、気軽にグラウンドゴルフ場にお越しください。

　

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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吉賀町スポーツ振興事業

～第２回スポーツのちから～「ステップアップチャレンジ !」

　令和５年１１月２６日（日）、吉賀町ふるさと応援大使で２００８年北京オリンピック銀メダリ

ストの朝原宣治さんを講師にお招きし、真田グラウンドを会場に「ステップアップチャレンジ !」

と題したスポーツイベントを開催しました。

　約９０名が参加し、年齢別に２部に分かれ、走ることの

基礎となる動きや、速く走るコツ等について指導を受けま

した。ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

　吉賀町教育委員会では、引き続き、町民の皆様にスポー

ツに親しんでいただける機会を企画してまいります。

２０２３吉賀町保育所キッズサッカーフェスティバル開催

　１１月２６日（日）、吉賀町真田グラウンドよしかみら

いで吉賀町内の年長児を対象にサッカーフェスティバルを

開催しました。

　当日は２６名の園児が参加し、秋晴れのなか園児は汗を

流し、楽しそうに動きまわっていました。

　社会人チーム紫逅倶楽部の選手も当日はコーチとして参

加し、子どもたちと一緒に動き、笑顔あふれる一日を過ご

しました。ウォーミングアップではいろいろなステップや

体のバランス感覚、ボールフィーリングを行い、最後は保

育所ごとにチームを分けてゲームを行い、たくさんのゴー

ルシーンやボールを奪い合う場面など、園児の一生懸命な

姿をみることができました。

　今後もキッズ世代を中心にイベントやサッカー教室の企

画をしたいと思います。

吉賀町教育委員会委員の任命について

【任命】

　吉賀町教育委員会委員に下野知美 (しもの　ともみ )氏が任命され、令

和５年１１月１０日に岩本町長より辞令が交付されました。

　任期：４年（令和５年１１月１２日～令和９年１１月１１日）
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故松井守男画伯の絵画鑑賞

　フランス最高勲章レジオンドヌール勲章受章者で「光の画家」

と称される故松井守男画伯の絵画を、役場六日市庁舎と双葉保

育所にて鑑賞しました。

　画伯は、令和４年６月１日に吉賀町へ来町される予定で、町

長への表敬訪問と双葉保育所で園児に向けた絵画教室を行うこ

ととなっていましたが、直前にご逝去され来町が叶いませんで

した。

　この度、株式会社 Galerie SOUS-SOL 代表取締役の郷保剛氏

の発案により、約１年半年の時を経て今回の絵画鑑賞が実現し

ました。

　画伯は６０年近くフランスで活動され、晩年のピカソと長き

にわたり親交があったことでも知られています。世界的芸術家

の作品に触れ、鑑賞者それぞれが心に響く感動をいただきまし

た。

作業道・コウヤマキ現地視察会

　１１月１２日、壊れない作業道、コウヤマキ自生林の視察に元林野庁長官で、全国木材組合連

合会の本郷浩二副会長が吉賀町を訪れました。

　これは、日本の森林を次代に生かすための政策の提言などを行う NPO 法人「日本に健全な森を

つくり直す委員会」が企画し行われました。

　幸地地区にある町有林では、採算性と環境性の両立と持続的な森林経営について事業説明を行

い、町の森師研修員が整備した作業道を見学されました。

　その後、九郎原、有飯地区にまたがるコウヤマキ自

生林を自然保護指導員の槇田さんの案内で散策路を進

み、自生林の特徴や周辺環境を観察しました。

　森師研修員制度では安全管理や労働安全体制確保の

検討やコウヤマキの活用策、製品開発など、様々な意

見が交わされ、有意義な機会となりました。

吉賀町公式ＬＩＮＥアカウントを開設しました！

吉賀町公式ＬＩＮＥアカウントを１２月１日にリリースしました。

随時情報を配信していきますので、右のＱＲコードを読み取りぜひご登録

のほどよろしくお願いいたします！
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森師研修員　きん祭みん祭農業文化祭六日市会場に出店

　町内の豊かな森林資源を守り活用する匠集団「森師研修員」の活動報告です。

１１月５日、きん祭みん祭農業文化祭六日市会場に出店しまし

た。

　森師研修員の事業説明や町有林で利用間伐したスギ、ヒノキ

の未利用材（穂先）などを加工してスウェーデントーチの販売

を行いました。また、森師研修員が制作したコップやスプーン

等の木工品も展示し、来場者の目を引いていました。

　また、昨年包括連携協定を結んだ奈良県吉野村にあるポロ・

ビーシーエス社のアロマオイルやＴシャツなどの製品も展示販

売を行い、ＰＲを行いました。

　作業道開設や林業技術の指導にあわせて、６次産業化にむけ

た材木の利活用の指導もたまわり、木材生産以外にも加工によ

る付加価値をつけた商品展開につなげていきたいと思います。

令和５年度きん祭みん祭農業文化祭開催

　「山の恵みに感謝、川の恵みに感謝」を統一テーマとして、令和５年度きん祭みん祭農業文化祭

が開催されました。

　六日市会場が１１月５日（日）、柿木会場が１１月１９日（日）と別日の開催となりました。コ

ロナ禍を経て久しぶりの本格開催となり、秋の一日を各会場で楽しんだ方も多いのではないでしょ

うか。

　また、今年も多くの出店者が参加され、屋外テントブースでは、工夫を凝らした産品等を販売し、

来場者とともに収穫の恵みを楽しみました。

　屋内施設では、文芸作品等が展示され、柿木会場では農産物の展示会が行われました。

ステージでは、恒例の大抽選会のほか、吉賀町ふるさと応援大使の香川裕光さんによるライブを

はじめ、地元の団体による神楽や太鼓などがそれぞれの会場で披露され、餅まきによって祭りの

最後を飾りました。
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環境情報　年末年始のごみ出し情報

　〇可燃ごみの収集日について

　毎年１２月３１日から翌年１月３日までの４日間は、平日・休日に関係なくごみ収集はありませ

ん。年末最後の収集日と年始最初の収集日は、地区ごとに次のとおりです。

〇鹿足郡リサイクルプラザへの不燃ごみの自己搬入について

　鹿足郡リサイクルプラザは、１２月２９日（木）から翌年１月３日（火）まで休業します。その

ため、年末の搬入は１２月２８日（水）までで、年始の搬入は１月４日（水）からとなります。

〇パソコンなど配便回収について

　年末の大掃除などで、不用になったパソコンや携帯電話は出てきませんでしたか。吉賀町では、

リネットジャパンリサイクル㈱と連携協定を結び、不要なパソコンなどの小型家電の宅配便回収を

開始しています。不用なパソコン・小型家電をダンボールに詰め、インターネット又は電話から申

し込むと、宅配業者（佐川急便）が自宅まで回収に伺います。ダンボールの中にパソコンが含まれ

ていると、回収料金は無料です。利用方法については、インターネットで「リネットジャパン」と

検索するか、電話（０５７０-０８５-８００）へお問合せください（下図参照）。

地区 年末最後の収集日 年始最初の収集日

蔵木 ・ 六日市 12 月 28 日 （木） 1 月 4 日 （木）

朝倉 ・ 七日市 12 月 29 日 （金） 1 月 5 日 （金）

柿木 12 月 29 日 （金） 1 月 5 日 （金）

ふるさと会情報　

～東京吉賀会総会～

　１１月２５日（土）第８回東京吉賀会総会が東京都内で２２名が参加し開催され、町からは岩本

町長と桜下副議長が出席しました。また、澄川喜一氏を偲ぶ会も合わせて行われ、写真や映像など

とともに功績が紹介されました。

　澄川喜一氏、伊藤博子氏、染谷香理氏といった町出身の作家の方の作品を寄贈していただいたこ

とから河野誠氏に吉賀町感謝状を贈呈しました。
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吉賀町防災訓練　開催　

　１２月２日（土）災害に備え「自助、共助」の底上げを図ることを目的に、「令和５年度吉賀町

防災訓練」が吉賀町ふれあい会館で開催されました。　

　今年は柿木公民館と共催し、町民など約７０名が参加されました。

　当日は、東日本大震災を経験された樋口ふみさん（吉賀町福川

在住）から「防災教育を考える」と題し、平時からの備えについ

て講演があり、その後、参加者全員で毛布担架を作る訓練を行い

ました。

　毛布担架の体験後、「暗闇でトイレに行ってみよう。」や女性消

防団による「応急手当を学んでみよう。」、「車いすを押してみよう・

乗ってみよう」や「防災士からの挑戦（クイズ）」など７つのブー

スに分かれ、様々な体験訓練を行いました。

　参加者からは、「毛布担架は知っていたけど、初めて体験でき

て参考になった。」や「日ごろから災害の時どうしたらいいのか

イメージしておきたい。」などの意見がありました。

　吉賀町では、家庭や地域における防災力の向上と災害に強いま

ちを目指し、自主防災組織の組織化を推進しています。

　ご要望があれば、自主防災組織についての説明をさせていただ

きますので役場総務課まで、お問い合わせください。

　１０月から１１月にかけて、吉賀町で行われた様々なイベント

に、吉高生が参加しました。

　朝倉地区で行われた「三郷の里ふれあい祭り」では、交流セン

ターで生活する音楽部の生徒が歌を披露しました。七日市小学校

で開催された「七力まつり」では、音楽部が歌を演奏したほか、

有志の生徒が地域の方のお手伝いを借りながら、さつまいもス

ティックやクレープの販売に挑戦しました。また蔵木地区で行

われた「くらぎフェスタ」では、１年生の生徒が、地域の方が

より仲良くなれるようにジェスチャーゲームを企画し実施しま

した。そのほか、「やくろ収穫祭」「紅そば花見会」「きん祭みん

祭農業文化祭」などで、それぞれ貴重な体験をさせてもらいま

した。

　地域の様々な方に助けられ、様々な体験や挑戦をさせてもらうこと

ができました。支援室では、吉高生との橋渡し役も担っています。吉

高生とこんなことがしたい！ということがあれば、遠慮なく支援室ま

でお知らせください。

イベントの秋！

吉高生も、吉賀町の秋を楽しみました
吉高賀校

支援室だより
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上
下
水
道
コ
ラ
ム

★
い
つ
も
検
針
へ
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
★

の
到
来
中
な
ど
は
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
夏
ま
で
入
れ
っ
ぱ
な
し

だ
と
ム
カ
デ
や
ハ
チ
の
温
床
と
な
っ
て
危

険
で
す
。
桜
の
咲
く
こ
ろ
に
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
を
見
て
み
る
と
、
検
針
員

さ
ん
の
ご
苦
労
が
減
ら
せ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

〇
ポ
ス
ト
も
大
切
で
す
。

　

検
針
票
を
入
れ
る
場
所
が
な
く
、
検
針

員
さ
ん
が
苦
慮
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
相
続
や
転
出
な
ど
で
空
き
家
に

な
る
の
を
機
に
、
ポ
ス
ト
の
撤
去
や
閉
鎖

を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
針
票
の

投
函
が
不
要
に
な
っ
た
際
は
、
建
設
水
道

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
リ
フ
ォ
ー
ム
と
水
道
メ
ー
タ
ー

　

家
屋
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
が
屋
内
や
床
下
に
な
る
な
ど
検

針
に
支
障
が
出
る
際
は
、
建
設
水
道
課
か

ら
メ
ー
タ
ー
の
移
設
工
事
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
移
設
の
工
事
費

用
は
原
因
者
、
つ
ま
り
リ
フ
ォ
ー
ム
を
さ

れ
る
方
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。
水
回
り

の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
な
い
時
で
も
、
先
ん

じ
て
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
確
認
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ッ
ク
ス
の
フ
タ
が
開
き
や
す
い
か
、
今

一
度
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
付
近
に
犬
を
つ

な
が
な
い
で
下
さ
い
。

　

じ
ゃ
れ
つ
く
愛
犬
。
仕
事
熱
心
な
番
犬
。

人
々
を
和
ま
す
犬
は
時
に
、
検
針
員
さ
ん

の
大
敵
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
検
針

員
さ
ん
の
中
に
は
、
自
前
で
餌
を
用
意
し

て
犬
を
引
き
付
け
て
い
る
間
に
検
針
、
と

い
う
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

お
宅
の
愛
犬
に
も
お
気
に
入
り
の
場
所
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
配
慮
を
い
た

だ
き
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

〇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
も
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
雨
水
や
泥

が
溜
ま
っ
て
お
り
検
針
が
出
来
な
い
時
も

あ
り
ま
す
。
特
に
泥
は
ボ
ッ
ク
ス
周
り
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
と
捨
て
ら
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
検
針
員
さ
ん
が
後
か
ら
ス

コ
ッ
プ
と
バ
ケ
ツ
を
持
参
し
て
掘
り
起
こ

す
と
い
っ
た
ご
苦
労
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
の
凍
結
対
策
と
し
て
、メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
詰
め
物
を
さ
れ
て

い
る
ご
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
寒
波

も
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
か
じ
か
む
手

で
掘
り
起
こ
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
期
限
内
に
回
り
き
ら
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

【
あ
な
た
も
手
伝
え
ま
す
！
検
針
員
さ
ん

の
お
仕
事
】

　

家
に
家
主
の
個
性
が
反
映
さ
れ
る
様

に
、
各
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
位
置

は
千
差
万
別
で
す
。
そ
の
上
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
周
り
の
環
境
も
お
宅
に
よ
っ
て

様
変
わ
り
し
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
揃
い
検
針

員
さ
ん
も
長
年
の
経
験
や
熟
練
の
職
人
技

で
対
処
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
時
に

は
検
針
が
困
難
な
時
も
あ
り
ま
す
。

　

検
針
業
務
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
、

次
の
こ
と
の
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
し

ま
す
！

〇
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周
り
に
は

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ほ
と
ん
ど
の
お
宅
で
は
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

周
り
が
狭
く
な
っ
て
い
た
り
、
物
が
沢
山

置
い
て
あ
っ
た
り
し
ま
す
と
、
検
針
に
支

障
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
検
針
員
さ

ん
も
気
を
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
万
が
一

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー

　

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
と
そ
れ
を

支
え
る
検
針
員
さ
ん
の
お
仕
事
に
つ
い
て

改
め
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
実
は
と
て
も
大
変
！
？
検
針
員
さ
ん
の

お
仕
事
】

　

検
針
員
さ
ん
の
お
仕
事
は
、
ず
ば
り
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

水
道
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
２
ヶ
月
毎
に
検
針
員

さ
ん
が
お
伺
い
し
て
検
針
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
場
で
検
針
票
を
印
刷
し
、

ポ
ス
ト
な
ど
へ
投
函
し
て
次
の
お
宅
へ
伺

い
ま
す
。

　

検
針
員
さ
ん
は
町
の
委
託
を
受
け
て

検
針
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
お
よ
そ
３
，

０
０
０
件
以
上
あ
る
メ
ー
タ
ー
を
約
２
週

間
と
い
う
制
約
の
あ
る
中
で
、
数
人
で
回

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
突
き
刺
さ
る
よ

う
な
日
差
し
の
夏
で
も
、
ざ
あ
ざ
あ
降
り

の
雨
の
中
で
も
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
回
り
き

り
ま
す
。
特
に
冬
場
は
厳
し
い
寒
さ
に
加

え
て
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
深
い
雪
に
埋
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後期高齢者医療に係る医療費通知の送付について

　島根県後期高齢者医療広域連合では、後期高齢者医療の被保険者のみなさまへ医療費通知をお送

りいたします。

　確定申告の医療費控除の手続きに、医療費通知を使用することができます。

※令和５年１１月～１２月診療分の医療費や医療費通知に記載されていない医療費がある場合は、

ご自身で領収書に基づいて別途「医療費控除の明細書」を作成して申告書に添付する必要がありま

すのでご注意ください。

　なお、希望される被保険者の方は、令和５年１１月～１２月診療分の医療費通知を令和６年２月

下旬以降にお送りいたします。

※療養費（柔道整復、あん摩マッサージ、はりきゅう）について、療養費通知を確定申告に使用さ

れる場合は、令和５年５月 ( 令和４年１０月～令和５年１月施術分 )、９月 ( 令和５年２月～５月

施術分 )送付分と令和６年１月 (令和５年６月～９月施術分 )送付予定分をあわせて使用してくだ

さい。なお、令和５年１０月～１２月施術分については施術所が発行する領収書が必要です。

通知対象者 通知対象診療月 通知書発送時期

全被保険者

（通知不要の申出があった者を除く）

令和４年１１月～

令和５年１０月診療分
１月下旬頃

希望する被保険者 令和５年１１～１２月診療分 ２月下旬以降

サンプル
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「医療費のお知らせ」の見方

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

　この「医療費のお知らせ」は、健康に対する関心を高めていただくとともに、後期高齢者医療制

度へのご理解を深めていただくため、あなたの医療費の総額をお知らせするものです。

　医療機関等からの請求に相違がないかどうかご確認いただき、記載内容に誤りがございましたら

広域連合までご連絡ください。

受診年月

医療機関等から審査機関を経て広域連合へ医療費の請求があるため、 通知に記

載できる受診年月は 3 ヶ月程度前のものになります。

※医療機関等からの請求が遅れることにより、 「医療費のお知らせ」 に記載で

きない場合があります。

診療区分 医科、 歯科、 調剤、 訪看 （訪問看護） のいずれかを記載しています。

日数
医療機関等で入院又は通院された日数を記載しています。

※電話等で病状診断を受けた場合も含まれます。

医療費の総額

医療機関等でかかった医療費の総額 （10 割） を記載しています。

※薬の容器代、 往診時の車代、 健康診断料、 診断書料、 入院時の室料差額、

歯科保険外診療などの保険給付以外の費用や、 食事 ・ 生活療養費は含まれま

せん。

自己負担相当額

「医療費の総額」 に被保険者証に記載している一部負担金の割合 （１割 ・ ２割 ・

３割） を乗じて算出した額です。

※公費負担医療、 自治体単独の医療費助成、 療養費、 高額療養費がある場合

など、 実際に窓口で支払った金額と異なる場合があります。 こうした場合は、

例えば公費医療負担額を差し引く等、 ご自身で額を訂正して申告していただく

必要があります。

※自己負担額が 1 万円以上減額された医療費については、 「*」 を記載してい

ます。

食事療養 ・

生活療養

費用額
入院中の食事代の総額です。

療養病床に入院された場合は、 生活療養費 ( 居住費 ) も含まれます。

自己負担額
入院中の食事代の自己負担額です。

療養病床に入院された場合は、 生活療養費 ( 居住費 ) も含まれます。

★「医療費のお知らせ」は、かかった医療費についてお知らせするもので、医療費や保険

料を請求するものではありません。

★このお知らせによる手続きは必要ありません。

よくある質問

確定申告の医療費控除に使うことができますか？

今回送付した「医療費のお知らせ」は、確定申告の医療費控除の手続き
で「医療費控除の明細書」として使うことができます。
なお、このお知らせに記載されていない医療費がある場合は、ご自身で
領収書に基づいて「医療費控除の明細書」を作成し、その明細書を申告
書に添付する必要があります。
また、希望される方は、令和５年１１月～１２月受診分の医療費のお知
らせを別途お送りいたします。（令和６年２月下旬以降発送予定）
医療費控除の申告に関することについては、税務署にお問い合わせくだ
さい。

「医療費のお知らせ」 を紛失したので
再発行してもらえますか？

再発行を希望される場合は、島根県後期
高齢者医療広域連合かお住まいの市町村
の後期高齢者医療担当課までご連絡くだ
さい。

今後は 「医療費のお知らせ」 を通知
してほしくないのですが ・ ・ ・

通知を希望されない場合は、島根県後期
高齢者医療広域連合かお住まいの市町村
の後期高齢者医療担当課までご連絡くだ
さい。

記載誤りがある場合やご不明な点につきましては、広域連合までご連絡くだ
さい。
なお、広域連合では、傷病名や薬剤名等診療内容についてのお答えできませ
んのでご了承ください。

お問合せ先

島根県後期高齢者医療広域連合
業務課 医療給付グループ
電話 0852 -20 -7525
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脳卒中にご用心　

～脳卒中は、働き盛り世代から注意したい病気です～

　脳の血管がつまったり（脳梗塞）、破れたり（脳出血）する病気をまとめて「脳卒中」と言います。

　脳卒中は「高血圧」と深い関係にあり、島根県では、脳卒中を起こした方の約７割が高血圧症

という現状にあります（図１）。高血圧は自覚症状があまりなく、気づかないうちに進行します。

健診などで精密検査や治療が必要と判定された場合は、必ず医療機関を受診しましょう。

　また、みなさんは、普段の自分の血圧値がどのくらいかご存じですか？　令和４年度に実施し

た健康アンケートの結果では、自宅で血圧を測る習慣のある人の割合は、４０代以降で年齢があ

がるにつれ増加していますが、最も高い７０代でも６割に満たない状況でした（図２）。

　益田圏域では、働き盛り世代の男性の脳卒中死亡が多い現状もあります。健康管理の一つとし

て、特に４０歳を過ぎたら、一家に一台血圧計をご用意いただき、定期的な血圧測定を習慣化し

ましょう。

健康コーナー

保健だより
健康・食育・予防

図１　脳卒中発症者の基礎疾患保有状況　

　図２　血圧を測る習慣の有無

　出典　島根県脳卒中発症状況調査

出典　R ４度健康アンケート結果より

Ｈ２９　益田圏域

脳卒中発症件数　２８４件
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　１１月１７日、吉賀高校で３年生 1 ２人を対象に「全世代に広げよう　健康寿命延伸プロジェク

ト事業」を開催しました。

　この事業は、町食生活改善推進協議会が中心となって毎年開催しており、今年で７回目となりま

した。開催の目的は、吉賀高校３年生がこれから社会人となって自立していくために、まずは「食

べること」の大切さを知っていただくこと、そして「朝食をしっかり食べること」「偏った食べ方

をせずにバランスよく食べること」で「健康」を維持できることを学んでもらうことです。

　最初に町食生活改善推進員より、「朝食をしっかり食べること」「１日に摂取してほしい野菜の量

（３５０ｇ）」「減塩」「適正体重」について、町の実態などを交えながらお話ししました。

　その後、素敵な大人になるための、自立への道として、簡単に作ることができバランスの取れた

料理を、高校生と食生活改善推進員とで一緒に作りました。手際よく、楽しく、おいしく作ること

ができました。また、ご飯の量２００ｇを計量しながら盛り付けてみたり、1食で食べたい野菜量（約

１００ｇ）を実際に食べその量の多さに驚いたりと、体験を通じて学びが深まるひとときとなりま

した。

保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー食育
「私たちの健康は私たちの手で」

吉賀高校で「全世代に広げよう　健康寿命延伸プロジェクト事業」を開催

チーズ蒸しパン

スキムミルク、牛乳、

チーズ、レーズン入り。

カルシウムたっぷり♪

まごわやさしい秋の味噌汁

野菜や豆腐など、たくさん

の食材が入った味噌汁で

す。だし取りに使った昆布

も、細切りにして味噌汁の

具にしました。

あんかけナポ飯

たっぷりの野菜と豚肉を炒め、ケチャッ

プとコンソメで味付けしたあんかけをつ

くり、ご飯にかけました。小さな子ども

さんも好きそうな味です。

アボマヨ風サラダ

ブロッコリー、卵、アボカドを、ヨー

グルトと粒入りマスタード、こしょう

で味付けしました。さっぱりとした味

付けに仕上がりました。

今回のメニュー
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ふ
る
さ
と
納
税
は
、
制
度
化
さ
れ

て
数
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
総
務

省
や
吉
賀
町
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
掲
載
し
て
あ
る
内
容
を
引
用
し

て
、
改
め
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

多
く
の
人
が
地
方
の
故
郷
で
生
ま

れ
、
そ
の
自
治
体
か
ら
医
療
や
教
育

な
ど
様
々
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
育
ち
、
や
が
て
進
学
や
就
職
を
機

に
生
活
の
場
を
都
会
に
移
し
、
そ
こ

で
納
税
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
都
会
の
自
治
体
で
は
税
収
を
得

ま
す
が
、
自
身
が
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷

の
自
治
体
で
は
税
収
が
入
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、「
今
は
都
会
に
住
ん
で
い
て

も
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
故
郷
に
自

分
の
意
思
で
、
幾
ら
か
で
も
納
税
出
来

る
制
度
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
」
そ
ん
な
問
題
提
起
か
ら
始
ま
り
、

数
多
く
の
議
論
や
検
討
を
経
て
生
ま
れ

た
の
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
す
。

　

納
税
と
い
う
言
葉
が
つ
い
て
い
る
制

度
で
す
が
、
実
際
に
は
都
道
府
県
や
市

区
町
村
へ
の
寄
附
で
す
。
一
般
的
に
、

自
治
体
に
寄
附
を
し
た
場
合
に
は
、
確

定
申
告
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
寄
附
金

額
の
一
部
が
所
得
税
及
び
住
民
税
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ふ
る

さ
と
納
税
で
は
、
原
則
と
し
て
自
己
負

担
額
の
２
、
０
０
０
円
を
除
い
た
金
額

が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

町
外
に
お
住
い
の
当
町
に
ご
縁
の
あ

る
方
は
、
是
非
、
こ
の
ふ
る
さ
と
納
税

で
吉
賀
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
頂
戴
し
た
ご
寄
附

は
、
①
故
郷
の
子
ど
も
や
お
年
寄
り
を

大
切
に
す
る
事
業
、
②
故
郷
の
資
源
と

環
境
を
大
切
に
す
る
事
業
、
③
故
郷
の

ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
課(

電
話

０
８
５
６-

７
７-

１
１
１
１)

、
若

し
く
は
企
画
課(

電
話
０
８
５
６-

７
７-

１
４
３
７)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
未
来
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
自
然
豊
か
で

住
み
よ
い
吉
賀
町
を
伝
え
て
い
け
る

よ
う
、
結
婚
・
子
育
て
支
援
を
は
じ

め
、
移
住
・
定
住
、
産
業
・
雇
用
、

医
療
・
福
祉
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、

将
来
に
わ
た
り
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
社
会
の
創
造
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.70

岩本一巳

吉
賀
町
が
故
郷
の
方
、
当
町

に
ご
縁
の
あ
る
方
や
応
援
を

　

し
た
い
方

ふ
る
さ
と
納
税
に
ご
協
力
を

【
Ｐ
Ｒ
用
チ
ラ
シ
】　

【令和 5年 11 月 19 日きん祭みん祭農業文化祭・
柿木会場での周知活動の様子】

町長コラム

文
化
を
大
切
に
す
る
事
業
、
④
故
郷
の

産
業
振
興
に
関
す
る
事
業
、
⑤
故
郷
の

地
域
医
療
に
関
す
る
事
業
、
⑥
町
長
に

お
ま
か
せ
、
こ
の
６
つ
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
寄
附
頂

い
た
方
の
ご
了
解
を
得
て
、
氏
名
・
住

所
・
指
定
さ
れ
た
活
用
事
業
に
つ
い
て

も
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
関
係
課
職
員
が
ふ
る
さ
と

納
税
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
町
内
外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

会
場
で
の
チ
ラ
シ
配
布
や
、
役
場
玄
関

ロ
ビ
ー
で
制
度
の
紹
介
な
ど
を
行
い
、

事
業
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
も
あ

り
ま
す
。
制
度
の
手
続
き
や
詳
し
い
こ

と
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
こ
と
が
あ
り
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吉
賀
町
立
図
書
館

≪図書館利用状況１１月≫

●貸出総数　３１５０冊

●貸出人数　　３１１人

●来館者数　　４０５人

 [休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日。

・１月３１日（水）図書整理休館日

・年末・年始の休館

　１２月２８日～１月５日まで

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前に設置

今
月
の
本
の
紹
介

≪ベスト・リーダー！１１月≫

　　書　　　名　　　　　　　著　　者　　

「負けくらべ」　　　　　 　志水辰夫　著

「からさんの家」　　　　 　小路幸也　著

「　悪　逆　」　　　　　　 黒川博行　著　　　　　　　　　　　

「素敵な圧迫」　　　　　　 呉　勝浩　著

「交渉人・遠野麻衣子ゼロ」五十嵐貴久著

図
書
室
だ
よ
り

　

一
年
が
経
つ
の
は
早
い
で
す
ね
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

丸
い
餅
を
重
ね
て
、
年
神
様
に
供
え
た
鏡
餅
。
丸
は
円
満
や
豊
穣
を
表
す
縁

起
の
よ
い
形
で
、
古
来
か
ら
丸
く
か
た
ど
っ
た
も
の
は
鏡
を
意
味
す
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
鏡
開
き
は
、
年
神
様
に
供
え
て
い
た
鏡
餅
を
雑
煮

や
お
汁
粉
に
し
て
食
べ
、
一
家
の
円
満
と
繁
栄
を
願
う
習
わ
し
で
す
。
武
家

社
会
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
が
一
般
の
家
庭
に
広

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
刀
で
切
る
の
は
縁
起

が
よ
く
な
い
と
さ
れ
、
手
で
割
っ
た
り
木
槌
で
叩
い

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
切
る
と
い
う
忌
み
言
葉
を
避

け
て
「
開
く
」
と
い
う
縁
起
の
よ
い
言
葉
に
代
え
て

い
ま
す
。
年
神
様
に
捧
げ
ら
れ
た
鏡
餅
が
下
げ
ら
れ
、

そ
の
形
が
崩
さ
れ
る
こ
と
は
正
月
の
終
わ
り
を
意
味

し
ま
す
。

笑
う
顔
に
は
福
来
る　
　
　
　
　
　

藤
井
輝
明

男
お
ひ
と
り
さ
ま
道　
　
　
　
　
　

上
野
千
鶴
子

裏
が
、
幸
せ
。　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
順
子

人
生
練
習
帳　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

孝

日
本
神
話　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
敦
彦

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
図
鑑　
　

家
の
光
協
会

今
に
つ
な
が
る
日
本
史　
　
　
　
　

丸
山
淳
一

鬼
船
の
城
塞　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
神
響
一

か
た
づ
の
！　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
京
子

秋
の
牢
獄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恒
川
光
太
郎

あ
べ
こ
べ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
世
光
彦

ま
ん
ま
る
だ
あ
れ　
　
　

い
ま
も
り
み
つ
ひ
こ

さ
ん
さ
ん
さ
ん
ぽ　
　
　

え
が
し
ら
み
ち
こ

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

図書だより
町立図書館・柿木公民館

【
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
】

　

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来
館
を
い
た
だ

き
、
古
本
市
・
感
想
画
展
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

感
想
画
は
、
108
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
そ
の

後
き
ん
祭
み
ん
祭
農
業
文
化
祭　

六
日
市
会
場
で
も
展

示
し
、
観
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古
本
市
も
寄
贈
本
や

雑
誌
な
ど
を
な
ら
べ
て
行
い
ま
し
た
。
本
の
寄
贈
は
、

こ
の
時
期
に
限
ら
ず
い
つ
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
Ｂ
Ｍ
み
た
い
号
の
参
加
】

　

11
月
19
日
き
ん
祭
み
ん
祭
農
業
文
化
祭　

柿
木
会
場

に
移
動
図
書
館
車
み
た
い
号
で
図
書
館
の
窓
口
を
開
き

ま
し
た
。

　

会
場
に
来
て
い
た
子
ど
も
達
は
、
学
校
や
保
育
所
で

み
た
い
号
を
利
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
車
の
中
に
入
っ

て
書
架
の
本
を
読
む
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
規
に

利
用
カ
ー
ド
を
作
る
ご
家

族
も
あ
り
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
図
書
館
を
ご

利
用
の
方
、
初
め
て
車
を

見
る
方
な
ど
た
く
さ
ん
の

人
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん

か
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

月 火 水 木 金 土・日
１ ２ ３ ４ ５ ６・７

6：00
●年頭挨拶
　津和野町長・議長
　吉賀町長・議長
12：00
◎ユネスコ無形文化遺産登録記念
     津和野「鷺舞」

12：30
◎激辛！！地方創生委員会ＮＬ

6：00
●年頭挨拶
　津和野町長・議長
　吉賀町長・議長
12：00
◎深層激白！日本が抱えるエネ
ルギー問題 ～きれいゴトの死角～

13：00
◎戦国尼子フェスティバル
～全国から集結！尼子一族～

6：00
●年頭挨拶
　津和野町長・議長
　吉賀町長・議長
12：00
◎イクボスセミナー 

13：30
◎やすぎランニング
フェスティバル2023 ダイジェスト

6：00
▲第18回
    島根県高等学校
    文化フェスティバル

9：00
◎世界の銘醸ワイン
フランス・ブルゴーニュ地方

大手ワインスクールの
副校長を務める講師が
フランス・ブルゴーニュ
のワインを解説します
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース・サンネット終了後

かのあし安全安心だより
つわのミュージアム
パスポート

８ ９ １０ １１ １２ １３・１４
9：00
◎近県学校音楽大会
　

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●県立中央病院えにし

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも
      ～最後の国鉄型特急～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●サンイン４rin
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

吉賀町議会中継【１１２CH 】

１５ １６ １７ １８ １９ ２０・２１
9：00
◎第２回高津川清流杯
     中学校
　バレーボール大会

9：00
●山のぼり気分

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎世界のチーズを楽しむ
　カマンベール
長きにわたりチーズの奥深さ
や楽しみ方を精力的に発信
し続けている講師が、歴史と
美味しさの秘密を語ります
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

津和野町議会中継【１１２CH 】

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７・２８
9：00
◎津和野地域
　文化芸術の祭典

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●県立中央病院えにし

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●やくも
      ～最後の国鉄型特急～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●サンイン４rin

9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

２９ ３０ ３１ 議会中継日程 体操の時間 受付時間
9：00
◎令和5年度
古代出雲文化シンポジウム
『出雲国風土記』を読み解く
基調講演会
佐藤 信  氏
東京大学名誉教授
「古代出雲と律令国家
『出雲国風土記』からみた」

9：00
●山のぼり気分

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

【１１２CH再放送】
吉賀町議会一般質問
８日～１０日

津和野町議会一般質問
１５日～１７日

月曜日～金曜日
６：００～９：００
１５：００～１７：００
体操番組を放送！
テレビの前で

体を動かしましょう

サンネットにちはら
Tel 74-2099
Fax 74-2667

平日　8：30～17：15
（土・日・祝は閉庁）
緊急連絡先

セコムコントロールセンター
Tel 0852-28-0016

新春特別番組 １日～４日特別編成 サンネット LINE 公式アカウント

【１月１日（月）放送】
・津和野「鷺舞」
「津和野弥栄神社の鷺舞」を
ドイツ人研究者の視点を交え
て紹介する
・激辛！！地方創生委員会ＮＬ
地方が抱える課題について、島根
と都会で活躍する辛口の論客たち
が徹底討論！！

【１月２日（火）放送】
・深層激白！日本が抱えるエネルギー問題
エネルギーの在り方はどうあ
るべきか。専門家と共に日本
のエネルギーの今を紐解く
・戦国尼子フェスティバル
全国から集まった尼子氏ゆかりの
みなさんへのインタビューやステ
ージイベントなど

【１月３日（水）放送】
・イクボスセミナー
福井 正樹 氏を講師に迎えて開
催された「イクボス」に関する
セミナーの模様を全編放送
・やすぎランニングフェス
ティバル2023 ダイジェスト
ランナーが“安来節とドジョウす
くいの故郷”を駆け抜ける

【１月４日（木）放送】
・第18回
   島根県高等学校
   文化フェスティバル
全国高文化祭「かごしま総文」
に出場する高等学校などの発表
令和5年7月7日石央文化ホール

字

字

字

字

 番組情報などお届けします！
 ぜひ友達登録をお願いします！

特

特

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特１ 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２４
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令
和
５
年
10
月
８
日
に
津
和
野
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
第
41
回
つ
わ
ぶ
き
少
年

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
賀
町

か
ら
は
七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

持
ち
味
を
十
分
に
発
揮
し
、
見
事
準
優

勝
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

７ 

対 

０

　

益
田
東
部
野
球
ク
ラ
ブ

七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

３ 

対 

５

　

吉
田
ク
ラ
ブ
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

令
和
５
年
10
月
21
日
（
土
）
、
22
日
（
日
）

に
、
吉
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場
と
吉

賀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
１
回
目
と
な

る
、
吉
賀
カ
ッ
プ
少
年
新
人
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
５
年
生
以
下
の
小
学
生
の
大

会
と
な
り
、
交
流
と
育
成
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
、
益
田
管
内
の
８
つ
の
少
年
野
球

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
賀
町
か
ら
は
七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
参
加
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
元

気
溢
れ
る
プ
レ
ー
で
２
日
間
の
激
闘
の
末

に
、
第
４
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
賀
中
学
校
の
野
球
部
員
や
地

元
野
球
チ
ー
ム
の
吉
賀
ク
ラ
ブ
の
方
々
、

七
日
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
関

係
者
の
ご
協
力

い
た
だ
き
大
会

を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

第
４
１
回
つ
わ
ぶ
き
少
年
野
球
大
会

～
　
Ｂ
コ
ー
ト

　
準
優
勝

　
　
七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
～

２
０
２
３
年
度
　
吉
賀
カ
ッ
プ

少
年
新
人
野
球
大
会
～
第
４
位

　

七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
～

【
試
合
結
果
】

１
回
戦　

七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

15　

ー　

４　

益
田
東
部
野
球
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

０　

ー　

２　

高
津
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

３
位
決
定
戦　

七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　
　

０　

ー　

５　

益
田
七
尾
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　　

七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
団
員
を

随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
土

日
（
午
前
中
）
に
吉
賀
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園

野
球
場
で
練
習
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
つ

で
も
見
学
・
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
10
月
29
日
と
11
月
19
日
に
益

田
市
営
野
球
場
で
益
田
市
社
会
人
野
球
秋

季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
激
闘
の
末
、

見
事
吉
賀
ク
ラ
ブ
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
益
田

市
社
会
人
野
球
夏
季
大
会
で
も
優
勝
し
て

お
り
、
２
季
連
続
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

決
勝　
　
　

３　

対　

１

準
決
勝　
　

６　

対　

０

１
回
戦　
　

４　

対　

２　

益
田
市
社
会
人
野
球
秋
季
大
会
　

～
優
勝

　
吉
賀
ク
ラ
ブ
～

トピックス
話題・できごと



広報よしか　2024 年 1 月号　№ 219　　20

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
自
伝
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

歳
ふ
り
て
本
年
も
例
年
の
如
く
大
晦

日
は
、
除
夜
乃
鐘
と
共
に
過
ぎ
去
り
行

く
時
節
と
相
成
っ
た
。
や
が
て
、
迎
え

る
お
正
月
は
日
本
風
土
の
古
典
的
要
素

が
最
も
顕
著
に
形
容
現
れ
、
又
、
模
倣

さ
れ
る
。
よ
っ
て
格
段
の
厳
粛
さ
を
醸

す
。
そ
こ
で
先
ず
神
仏
へ
の
お
供
え
の

三
宝
、
御
供
餅
、
若
水
を
始
め
裏
白
飾

り
、御
料
理
、雑
煮
、屠
蘇
等
あ
る
い
は
、

初
詣
、
近
隣
等
年
始
等
々
と
あ
る
種
特

別
な
る
懐
か
し
さ
を
も
体
感
さ
す
。
ま

た
、「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と

も
云
ふ
是
等
は
正
し
く
日
本
特
有
の
古

《
寄
稿
》

私
の
脳
活
、
漢
字
パ
ズ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　
６
年
位
前
よ
り
漢
字
パ
ズ
ル
を
愛
用
し

て
い
ま
す
。
二
ヶ
月
に
一
冊
の
ペ
ー
ス
で

買
っ
て
来
て
励
ん
で
お
り
ま
す
。
定
年
後

に
冬
の
作
業
な
ど
が
出
来
な
い
時
の
暇
潰

し
と
、
字
の
練
習
だ
と
の
思
い
で
始
め
ま

し
た
。
四
字
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
、
言
葉
づ

か
い
等
に
は
、
以
前
は
、
さ
ほ
ど
感
心
が

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
始
め
て
か

ら
色
々
な
方
面
で
出
会
い
、「
こ
れ
も
そ

う
だ
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
」

と
・
・
・
全
部
覚
え
て
い
く
事
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
少
し
ず

つ
身
に
付
い
て
い
っ
て
い
る
の
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
解
っ
た
字
を
小
さ
な
マ
ス
目

に
一
字
一
字
丁
寧
に
書
い
て
ゆ
き
、全
部
、

字
で
埋
ま
っ
た
時
は
、「
ヤ
ッ
タ
ー
！
」

と
一
人
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
て
い
ま
す
。

　
い
い
加
減
な
覚
え
方
を
し
て
い
た
字

や
、
熟
語
な
ど
を
、
改
め
て
広
辞
苑
で
確

認
し
た
り
と
、
何
年
過
っ
て
も
日
々
新
し

い
発
見
と
、
感
動
を
与
え
続
け
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
今
、
炬
燵
の
横
に
、
四
冊
の
辞
書
が
有

り
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
、
無
い
頭
を
フ

ル
回
転
さ
せ
な
が
ら
・
・
・

　

昨
年
来
、
神
社
の
芳
名
板
、
事
務
所
の

看
板
、
店
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
な
ど
を
時
々
頼

ま
れ
て
書
く
こ
と
が
あ
り
、
少
し
は
人
に

見
せ
ら
れ
る
字
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
も
う
、
手
放
せ
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
も
、「
炬
燵
の
守
」
の
合
間
に
、

挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

漢
字
パ
ズ
ル
万
歳
！

ちょうみんひろば

来
か
ら
の
姿
で
も
あ
る
。

　

此
の
様
な
る
世
相
上
郷
土
に
も
、
新
春

に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
や
慣
わ
し
が
幾
つ
か

伝
承
す
。
取
り
分
け
其
の
内
新
春
正
月
に

最
も
ふ
さ
わ
し
き
も
の
は
、
や
は
り
小
倉

百
人
一
首
歌
留
多
に
つ
き
る
。
此
の
種
の

も
の
は
元
旦
の
早
々
午
後
か
ら
行
っ
た
。

村
の
壮
者
た
ち
が
一
家
に
参
集
、
そ
し
て

正
月
の
縁
起
物
行
事
の
如
く
歌
留
多
大
会

が
催
さ
れ
た
。
其
の
当
屋
の
主
人
等
も
勿

論
、
近
隣
の
人
た
ち
も
共
々
に
加
勢
。
競

技
は
、
二
組
に
分
か
れ
「
札
」
を
取
り
合

う
俗
に
「
源
平
合
戦
」
と
も
銘
々
す
。
此

の
際
札
読
み
手
の
調
子
が
当
郷
土
は
世
間

定
盤
式
と
は
若
干
異
な
る
。
つ
ま
り
読
む

段
階
の
中
盤
よ
り
調
子
が
上
が
り
、
そ
し

て
下
っ
て
長
く
語
尾
を
引
く
独
特
の
読
み

の
上
風
流
で
風
情
が
あ
っ
た
。
此
の
歌
留

多
会
は
、
昭
和
三
十
年
代
迄
継
続
、
其
の

後
衰
退
す
る
も
、
新
年
寿
ぐ
に
最
も
芳
し

く
相
応
し
い
遊
技
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

　

一
月
十
四
日
に
な
る
と
正
月
飾
り
を
集

め
積
雪
の
田
畑
を
掘
り
起
こ
し
中
に
平
餅

を
い
れ
焼
却
。
焼
け
た
餅
は
神
棚
に
そ
な

え
夕
飯
時
家
族
で
向
ふ
一
年
の
無
病
息
災

を
祈
願
し
心
よ
く
い
た
だ
い
た
。

　

正
月
も
早
や
十
六
日
に
な
る
と
此
の
日

は
「
藪
入
」
で
あ
る
が
、
本
来
の
趣
意
と

は
別
に
縁
起
も
担
ぎ
藪
入
り
入
山
仕
事
を

忌
み
嫌
い
従
っ
て
一
日
中
家
中
廻
り
に
て

用
を
来
す
。

　

此
の
様
に
郷
里
に
は
幾
多
の
伝
承
も
の

が
由
来
す
る
が
、
今
尚
、
当
時
の
雰
囲
気

を
共
有
し
、
其
の
あ
り
し
日
が
古
の
幻
の

如
く
こ
こ
に
懐
古
蘇
る
昨
今
で
は
あ
る
。

《
寄
稿
》

令
和
三
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
交
流
が
少
な
い
、
寂
し
い
日
々
を
送

る
人
が
多
い
コ
ロ
ナ
禍
で
、
自
分
の
根
幹

す
る
時
期
を
思
い
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
景
気
は
下
落
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が

大
き
く
変
わ
り
、
現
在
の
認
識
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
別
の
疾
患
と
同
じ
様
な

状
態
に
、
私
も
コ
ロ
ナ
に
対
し
以
前
か
ら

の
自
律
神
経
と
重
な
り
シ
ョ
ッ
ク
に
あ

い
、
平
衡
感
覚
が
な
く
な
る
有
様
、
夕
陽

が
沈
み
夜
の
帳
が
降
る
頃
、
本
を
読
み
、

自
分
自
身
の
中
の
ス
ペ
ー
ス
を
持
っ
て
知

ら
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑
張
っ
て

命
を
繋
げ
た
人
を
賞
賛
す
べ
き
、
微
々
の

力
か
も
し
れ
な
い
か
と
自
分
の
「
終
活
」
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ちょうみんひろば

　
《
川
柳
》

音
痴
で
も
声
を
染
め
る
と
子
守
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上
武
史

一
杯
で
真
っ
赤
に
染
ま
る
下
戸
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村
菊
夫

何
時
の
間
に
自
然
と
染
ま
る
妻
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上
健
二

悪
い
事
染
ま
る
事
に
は
早
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永
藤
子

実
一
つ
残
し
て
染
ま
る
柿
葉
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
民
子

髪
染
め
て
少
し
は
若
く
見
せ
た
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭
和
子

夕
ぐ
れ
に
カ
ラ
ス
が
鳴
い
て
染
ま
る
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

自
然
界
に
染
ま
り
身
を
守
る
虫
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
雅
夫

良
い
よ
な
ぁ
お
前
は
染
め
る
髪
が
有
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤
三
智
代

髪
染
め
て
出
か
け
た
く
な
る
ま
だ
乙
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下
邦
枝

焼
い
も
は
好
き
で
も
気
に
な
る
食
べ
た
後　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　

《
俳
句
》

牛
の
背
に
梅
の
落
葉
や
天
満
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

小
春
風
声
変
り
せ
し
鶏
コ
ケ
ッ
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

此
の
里
の
誓
子
の
句
碑
や
霧
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

柿
紅
葉
見
上
げ
る
空
に
大
賀
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

名
物
は
秋
の
宮
島
あ
な
ご
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
短
歌
》

一
言
が
哀
し
み
と
な
り
思
い
出
を

　
　

胸
に
納
め
て
年
が
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

モ
ク
セ
イ
の
香
り
ほ
の
か
と
青
空
を

　
　

も
ら
っ
て
寝
む
る
ふ
ん
わ
り
布
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
み
ど
り

握
る
手
の
ほ
の
か
に
力
返
し
き
て

　
　

両
手
も
て
包
む
母
の
ぬ
く
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

姉
夫
婦
逝
き
し
空
屋
の
庭
に
立
つ

　
　

皇
帝
ダ
リ
ア
空
に
向
き
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
11
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

桜
下　

一
市　
　

さ
ん　

101
歳　
　

蔵
木

山
田　

公
道　
　

さ
ん　

83
歳　
　

有
飯

松
中　

榮
美
子　

さ
ん　

94
歳　
　

有
飯

坂
本　

ツ
ル
ヨ　

さ
ん　

88
歳　
　

六
日
市

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て

ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原

文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
感
じ

ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
の
鼻
炎
で
マ
ス
ク
は
自
分
の

ト
レ
ー
ド
マ
ス
ク
に
な
り
、
令
和
三
年
か

ら
介
護
に
携
わ
る
人
に
外
部
か
ら
の
掻
き

と
夫
の
急
な
脳
梗
塞
で
全
て
が
わ
か
ら
な

く
な
り
コ
ロ
ナ
禍
で
誰
も
が
不
安
を
抱

え
、
自
律
神
経
と
コ
ロ
ナ
が
肩
に
食
い
込

み
、
ウ
イ
ル
ス
菌
類
は
数
時
間
で
世
代
交

代
が
早
く
、環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
ず
、

自
宅
で
意
識
不
明
と
自
律
神
経
と
同
時
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
の
が
怖
い
で
す
。
自
律

神
経
の
乱
れ
を
起
こ
し
心
身
共
に
不
調
を

招
き
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
抱
き「
利
他
」

の
精
神
で
耐
え
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　

　《
俳
句
》

島
芙
蓉
五
島
に
マ
リ
ア
像
幾
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

短
日
や
厨
の
窓
の
迷
蜂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

黒
板
に
銀
杏
落
葉
は
り
め
ぐ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

大
ホ
ー
ル
震
わ
す
太
鼓
文
化
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
よ
し
か
12
月
号
№
２
１
８
の
中
で

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
23
頁
お
悔
み
の
爛

・
届
出
月

　

正
：
10
月
届
出

　

誤
：
９
月
届
出

・
尾
﨑
桂
子
さ
ん
の
年
齢

　

正
：
94
歳

　

誤
：
74
歳
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